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日　　時：平成28年12月 ４ 日（日） 13：00～16：30




　　　　　  アントワネット・ヘツラー（ルンド大学社会学部 教授） 
　　　　　  中野 澄
　　　　　　（国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター 総括研究官）
　　　　　  フィリップ・スリー（フリンダース大学教育学部 教授）
　　　　　  グレース・スクシピエッツ（フリンダース大学 講師） 
　　　　　  バーバラ・スピアーズ（南オーストラリア大学教育学部 研究主任）
　　　　　  ジョナサン・コーエン（全国学校風土センター 所長) 
司会進行：  濵　由樹 
　　　　　　（国立教育政策研究所 生徒指導・進路指導研究センター 企画課長）
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した。具体的には、調査開始直前の25年度 3月に第 1回、調査研究が始まりました26年度 7月には


























































































　先のスライド52の右側を御覧ください。調査研究 1年目終了時 3月の第 4回調査の集計結果です。
第 1回調査からちょうど 1年が過ぎています。ウの項目に顕著な成果、つまり「1　あてはまる」の
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































滝 充 （国立教育政策研究所 総括研究官） 
　最後に、もう強引に最後に行くのですけど、時間もないので。こういう資料があるのですが。（ス
ライド115参照）これは実は、「ピースパックプログラム」というもので、元々フィリップ・スリー
さんが20年ほど前に作られていたプログラムです。ピースパックっていうのは、実は、「P・E・A・C・E」
という手順がある。準備（Preparation）があり、教育（Education）があり、アクションプラン（Action 
Plan）があり、対処を実行する（Coping）ということがあり、そして評価（Evaluation）がある。こ
のプロセスを踏むっていうのがあって、そこの中で具体的にどういうことやったらいいかっていう、
その具体的なツールもパッケージの中に入っていた訳です。私が20年前に見たときに、中に入って
いるツールは、日本の道徳教育で使っているものの方がずっと良いなと思っていたので余り参考には
しなかったのですけれど、このプロセスは非常に日本の学校に合うだろうなというふうに思いました。
　このPreparationというところで、まず調査をする。日本の学校でもアンケート調査をしたりしま
すね。このEducationというのは、子供を教育するのではない、先生たち同士で。つまり、実態に即
してとにかく先生たちが、何が欠けているかという先生たちの教育をする。誰か第三者が分析してく
れるのではなくて、お互いにだと思います。それから、その次に、じゃあ具体的に何をしようかとプ
ランを立てる。そして、実行する。その結果がどうなるかというのを、また確かめる、というのを「ピ
ースプロセス」という言い方をしてスリーさんが言っていたわけです。
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　実は今回第 2部で発表してもらった、中野（研究官）が発表したものというのは、基本的にこのプ
ロセスだということですね。（スライド116参照：再掲）これがＰです、最初に調査をする。そして
そこの中で課題が何なのかってことを先生たちで話し合って「こんな目標にしたいね」っていうとこ
ろまで話し合っていく、これがEducationになります。それから具体的に方策を決めていく、Action 
Planningですね。それから実行する、これがCopingです。で、ここでEvaluationをする。実は、ピ
ースプロセスとかピースメソッドとかいう風に私どもは20年前は呼んでいたのですけれど、もうそ
んなカタカナ言葉では言わないで、こんな言い方になって、こういう形で学校に入れている。
　恐らく皆さんは、「え、これってPDCAサイクルのことでしょ」というふうに思いますね。ある
いは昔、「PDS」という言い方もしていました。それから、今回オーストラリアの方で、「Think Do 
Review」だと。だからTDRというものになるかなと思うのですけれども、恐らく、言わんとするこ
とは一緒なのですね。
　基本的に自分たちがやっていることをチェックする、ただ、一人でチェックするんじゃなくて、先
生方同士でチェックする。そこに保護者の方が入ってもいい、地域の人が加わってもいい。ただ、い
ずれにしてもチェックするときに使わないといけないのは、子供目線でないと仕方ない。我々が10
のエネルギーを費やしましたじゃなくて、子供が 5受け取りましたなのか、8受け取りましたなのか、
そっちで見ていかなければ仕方がない。
　俺たちは10時間働いているんだと言われても、実際に子供たちの方では 1時間分くらいしか授業
を受けていません、ということが起きる。これは、家庭でもそうですね。アンケートをすると、「お
父さん・お母さんとどのくらい話をしていますか」と親に聞くと 1時間という答えになる。ところが、
子供に聞くと、5分っていう答えになるのですね。要するに、子供にしてみたら話を聞いてもらって
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いないって思っている。いつも説教はされているかもしれないけれども、それは、話をしているので
も何でもないと思っている。
　恐らくそういうところの部分の見直しをしていくということが、ひょっとすると、また大事になっ
てきているのかなと。やっぱり今、忙しい忙しいという話の中で、そういう時間を確保できてないの
ですけれど、私どもは、年に 3回調査をし、夏季休業、冬季休業、春季休業のときに話合いをする時
間ぐらいは持ってほしいなというふうに思っているのです。そのとおりにするかどうかは置いておい
て、今、やっぱり先生方ができることというのは、まだ幾らでもあるのだろうなというふうに思った
りしています。
　時間のない中で、まとまりのない話になってしまったかもしれませんが、今日の 3時間半余りの中
で、何か皆さんの明日からの取組に参考になるものが残ればいいなということで、私の話、それから
この全体の会合を閉じたいと思います。皆さん、どうもありがとうございました。
濵 （司会） 
　登壇者の皆様、ありがとうございました。皆様、今一度盛大な拍手をお願いいたします。以上を持
ちまして、「国立教育政策研究所　平成２８年度教育改革国際シンポジウム　『第 3回いじめ問題国際
シンポジウム～いじめを生まない学校づくり』」を終了いたします。皆様、本日は、長時間にわたり
御清聴いただき、誠にありがとうございました。
